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「令和５年度 府中市立日新小学校学校経営報告  

 

校長 渡邉 妙子  

 

 持続可能な社会の一員としての児童をはぐくむために、本校の歴史と伝統や府中市及び府中

市教育委員会の施策、児童の実態を踏まえ、教育目標を次のように定めた。  

◎ か し こ く         ○ や さ し く       ○ たくましく  

子供・家庭・地域社会の願いを受け止め、ふるさと府中を愛し世界にはばたく府中っ子とし

て日々新たに伸びようとする、知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな子供を育成する。  

これらの目標を達成するために、「日新を誇り誇れる日新をつくる児童」「高め合い、学び

続ける教職員」「地域とともにある学校」を柱に、創意工夫した学校経営を行ってきた。  

以下に、今年度経営について報告する。  

 

 

Ⅰ 今年度の取組と自己評価 

１ 教育活動（★印は、重点目標）への取組と自己評価 

（１） 「日新を誇り 誇れる日新をつくる児童」から 

①  ★日新三つの○あ「あいさつ・あつまり・あとしまつ」について  

教育目標につながる具体的な方策を「人と人との思いやり－日新三つの○あ ○あいさつ

（礼儀）・○あつまり（自律）・○あとしまつ（共生）－」としてキーワードにしている。学

校生活のみならず、校外学習、宿泊行事等あらゆる場面で、「日新三つの○あ」を基盤のめ

あてとし、実践してきた。  

２学期末の児童自己評価において、「よくできた」「だいたいできた」の項目では、「あ

いさつ」が 89%、「あつまり」が 90%、「あとしまつ」が 84%と安定傾向を示している。  

本年度、重点として取り組んできた「あいさつ」については、代表委員会を中心とした

「ハイタッチ朝の挨拶運動」等の取組を行い、全校児童を巻き込んで楽しく実施できた。 

②  ★基礎的・基本的学習内容、言語に関する力の定着について  

各学年とも、授業中や朝のチャレンジタイムでのドリル学習、家庭学習、長期休業中

の宿題等で取り組んできた。毎日「学年×10 分」の家庭学習習慣では、２学期末の児童

自己評価による目標達成率が昨年度と同様の 66%であり、積極的な取組が必要である。  

２学期に、算数科における学力について、東京ベーシック・ドリル診断テストによる

実態調査を行った。児童の経年変化では、既習事項の定着率の低さ及び高学年児童の無

解答が認められた。そこで、本市研究奨励校２年間の算数科校内研究により、学びに向

かう力の育成を継続する。児童の対話的な学びを教師が意図的に設定しながら学びを確

かにすることで学習意欲を高め、主体的に学習に取り組む態度を具体的に導くための工

夫した学習指導の探究を継続する。  

③  ★豊かな知性と感性を伸ばす読書活動について  

「読書マスター」の基準について年間読書を１・２年生 100 冊、３年生からは学年×

1000 ページとし、マスター認定書を発行した。各児童が自分で読書記録を取り、継続的

に読書活動を実践しながら目標達成を目指した。前後期読書旬間での図書委員会による

取組が好評で、２月末現在の全校児童の達成率は４ポイント上がり 83％であった。  
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児童が楽しみにしている、国語科との系統性を生かした司書支援員による計画的な読

み聞かせ、毎週水曜日朝の、保護者・地域の図書ボランティアによる「読み聞かせ」や

年１回の「読み聞かせスペシャル」も継続しながら、家庭内でも自らすすんで本を手に

取る児童を保護者とともに育んでいく。  

 

（２） 「高め合い、学び続ける教職員」 

①  校内研究について  

本市教育委員会研究奨励校（１年目）として算数科校内研究を行った。研究テーマ『学

びに向かう力を育成する学習指導  』を設定した。東京学芸大学数学科教育学分野教授  清

野  辰彦  先生や市内明星学園大学客員教授・明星学園大学附属小学校長  細水  保宏  先生、

本市教育委員会指導主事  林 達樹先生及び中尾 友昭  先生を講師に迎えた研究授業６

本を中心に、計画的に研究を積み上げてきた。  

学習指導要領に位置付けられた３つの力をバランスよく身に付けさせるとともに「学び

に向かう力」を育成する方策として、次の方法を設定した。  

興味を引き出す問題提示の工夫➡授業のねらいに迫るための意図的な対話的

学びの場面づくり➡新規の学習内容に関する適用問題の工夫➡終末での児童

による振り返り場面での自己修正や学びの広がりに着目させる工夫  

②  不断の授業改善 

自己申告において設定した学習指導・特別活動・自己啓発等について、計画的に指導力

向上を図った。また、定期ＯＪＴの取組として、全教員による学期１回の指導略案作成

及び全教員配付により校内で学び合った。年３回の観察授業で各自が自己の課題意識を

明確にし、PDCA サイクルによる授業改善に取り組んだ。課題を明確化し、教科や単元が

違っても、同じ視点で自ら課題解決を図る主体的な授業実践を重ね、個に応じた授業力

向上につなげることができた。  

③  ★「いじめ、不登校の対応」について  

いじめ、不登校対応策として、生活指導部及びいじめ防止対索委員会、校内委員会の

連携のもと、未然防止・早期発見・早期対応に全教職員が協働して、組織的に取り組ん

だ。毎週木曜日の生活指導夕会で情報共有したことを翌日から積極的共通実践した。「日

新小学校  いじめ防止基本方針」及びその年間指導計画を学校便り６月号で保護者・地域

に発信した。学期１回のいじめアンケート調査及び聞き取り内容について、いじめ防止

委員会で検討した。認知した全いじめについては、児童に寄り添った対応と見守りにつ

なげることができた。また、不登校傾向児童について、不登校担当の特別支援教育コー

ディネーターと「学校と家庭の支援員」の連携のもとサポートルームを活用し、学校生

活や学級集団とつなげる工夫を重ねた。また、特別支援教室拠点校の利点を活用し、巡

回指導教員、巡回心理士、スクールカウンセラー、府中市教育センターの巡回相談や関

係諸機関とのきめ細やかな連携により、要配慮児童や当該保護者への支援や啓発に向け、

多面的・多角的に実施できた。  

 

（３） 「地域と共にある学校」から 

①  ★規範意識や「自分も友達も大切にする心」の育成について  
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全ての教育活動において、人権教育を推進するとともに、児童に自己有用感、自由及び

安心感をもたせるために、「自分を大切に、友達を大切に」をキーワードとして、全校動

画朝会や保護者会等で児童・保護者に指導・啓発した。「SOS を出す指導」では、全校動

画朝会や道徳教育、各学級での道徳科授業や学級指導等で折りに触れて指導を重ねた。  

②  開かれた学校について  

今年度は、新型コロナウイルス感染症が５類に移行してから、新たな行事精選とともに

学校便り・ホームページ等においてできる限りの情報公開に努めた。その結果、保護者ア

ンケートの設問「学校は、教育目標と教育方針をわかりやすく伝え、教育活動を公開しよ

うとしている」では 91%の肯定的評価を得ることができた。特にホームページのブログ

では、週に２～３回程度（宿泊学習時は１日に２～３回）、継続的・定期的に更新した。 

③  ★伝え引き継ぎたい伝統・校風について（生活科・総合的な学習「日新アクティブ」） 

２年生の生活科で、四谷文化センター及び地域関係者のご尽力を得て、「どんど焼き」

について体験学習を行い、本市の誇れる伝統行事について学ぶことができた。  

５年生は、地元農家のご厚意とご指導により、ＰＴＡ水田委員の協力を得ながら水田学

習を行うことができた。「田植え」、「稲刈り」が大変貴重な体験となった。９月には

「わくわく自然教室」で水田地区長野県飯山市に宿泊したことで、米作りに関して多角

的な視野をもつことができた。収穫したもち米については「餅つき・丸餅づくり」とＰ

ＴＡより業者委託した赤飯を 12 月に全児童に配付した。また、うるち米は家庭科の炊飯

調理実習で美味しく頂いた。  

６年生は、府中愛菊会の方々からの指導を受け、「福助菊」という種類の菊づくりに取

り組んだ。各児童が世話をして育てた菊を大國魂神社の市民芸術文化祭菊花大会へ出展

するとともに、市長室や教育長室、地域の高齢者施設にもお届けした。  

地域の教材やゲストティーチャーによるこれの学習活動は、「ふるさと府中に誇りをも

ち  世界に活躍する府中っ子を育てる」伝統的な取組である。  

 

◆校長裁量である「学校経営支援予算」の活用及び成果と課題  

支援員同士あるいは学級担任、管理職との打合せの日程を設定し、支援記録日誌を学級担

任や専科担任、管理職で供覧できるようにした。そのことで、共通理解と共通実践につなげ

ることができた。また、これらの共通理解と共通実践が、保護者を啓発するとともに理解を

促した。特に、「学校と家庭の支援員」による不登校への対応策が保護者との具体的な連携

・協力体制作りに大きく貢献した。  

課題は、学習・生活支援員の資質向上である。実践しながら具体的な助言等で行っている

ため時間を要する。さらに、突然の離職というケースもあり、人材不足を補えなかった。  

◆副校長等校務改善支援事業の活用及びその成果と課題 

本事業により、支援員の職務に対する知識・理解及び技能が向上し、より幅の広い業務が

可能になった。２学期から副校長が学級担任を兼ねることとなり、副校長等支援員との具体

的な連携により副校長の学級指導や事務と副校長業務との兼職への見通しをもった支援が実

現するとともに、法令等に基づいた学校運営が実現できた。  

 

Ⅱ 次年度以降の課題と対応策 

１ 学力向上 
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（１） 算数科を校内研究（本市教育委員会研究奨励校２年目）に位置付けた授業改善 

研究主題『算数科における学びに向かう力の育成を目指す学習指導  ～振り返りの活

動を通して～  』のもと、本校児童の実態に即した学びに向かう力をはぐくむための

指導・支援の具体的な工夫を研究し、その成果と課題を市内小学校に発表することを

通して、授業改善を具現化する。さらに、その成果を他教科・領域等の授業改善にも

活かしていく。  

（２） 外国語活動の充実 

５年生「TGG 体験活動」に加え、９月に行う「世界につながる英語 Enjoy Week」中の

学校土曜公開で、１・２年生「英語遊び」、３・４年生「外国語活動」、５・６年生

「外国語科」学習で、外国人特別講師や保護者を発話相手にして、外国語を使った主

体的な交流活動を行うとともに、保護者・地域に学習状況を発信する。 

（３） ICT 機器活用の充実 

学校での教育活動及び家庭学習を含めた効果的効率的な学習活動について、ICT・情

報セキュリティ委員会の検討・協議及び ICT 支援員の連携・協働のもと、全校体制で

実践する。 

 

２ 特別支援教育を基盤とした健全育成 

◆ 生活指導部及び校内委 

委員会の連携・協働で、以下の対応をする。 

（１） 不登校対応 

保護者、不登校担当特別支援教育コーディネーター、スクールカウンセラー、学校と

家庭の支援員等の連携のもと、サポートルームの活用を通して、当該学級につなげる

取組を個別に構築していく。 

（２） いじめ防止 

「令和６年度 日新小いじめ防止基本方針」に基づいた対応策を、いじめ防止対策委

員会のリードにより丁寧に積み重ねることで、すべての児童をいじめから守っていく。 

（３） 要配慮児童への個別的対応 

すべての要配慮児童について、学校生活支援シート及び（通室児童は連携型）個別指

導計画を作成する。巡回指導教員等の専門性を生かした指導・支援・評価（支援レベ

ル１～３）と、校内委員会や低・中・高学年特別支援教育コーディネーターとの連携

による取組について、計画的・効果的に実施する。 


